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皆さん、こんにちは。中小企業庁財務課の佐藤と

申します。

きょうは、1時間半ほど事業承継について、最後のほ

うで事業承継税制について少し触れたいと思います。

ご承知のように、中小企業の事業承継問題は大変

深刻になってきております。

私もこの仕事をする前は、事業承継問題というの

は相続税対策という認識でしたが、今日これからお話

ししますけれども、そもそも承継自体ができなくなっ

てきているという状況があります。それに加えて、団

塊世代――昭和21年生まれの方が来年70歳になる。

この 70歳という年齢は、中小企業の経営者の引退

年齢です。そうしますと、これから東京オリンピックぐ

らいまでに多くの団塊世代の経営者が引退時期を迎

えると、こういう待ったなしの状況になっています。

こうした状況であるにもかかわらず、事業承継問題

に対する世の中の危機感が高まっていない印象があ

ります。

それは、事業承継問題はいろんな切り口があって

とらえにくいという特殊性を有しているためではない

かと思われます。

それでは、早速ですが資料を説明してまいります。

1.中小企業の事業承継の現状と課題



5

金融マーケティング研究会 2017 年 4月度

Slide 1  



6

Slide 2　企業数の推移

中小企業の数は、15年前は 484万社でしたが、

足もとでは 381万社となっており、100万社減ってい

ます。内訳は、開業が 240万社、廃業が 340万社あっ

て、差引で 100万社減っているわけです。

340万社も廃業があるため、中小企業全体が入れ

替わっているような感じも受けますが、経営者の年齢

は着実に高齢化していることから、開業してすぐに倒

産や廃業してしまう会社が圧倒的に多いものと思われ

ます。

Slide 3　2020年頃に団塊経営者の大量引退期

が到来

左のグラフは、経営者のピーク年齢の推移です。

1995年のときの経営者年齢のピークは 47歳だっ

たんですね。それが足もとでは 66歳となっています。

この 20年間で 19歳も年をとっている。毎年 1歳ず

つ経営者の年齢が上がってきている。これはまさに団

塊の世代の経営者が最も多いわけですけれども、こ

の人たちが引っ張ってきている。なおかつ、事業承

継が円滑に進んでいないがゆえに、毎年、年齢が上

がってきているという状況を示しています。

図 2は経営者の引退年齢の推移です。

赤い線が比較的大きな中小企業、緑の線が小規模

事業者です。小規模事業者の引退年齢は 70歳です

が、先ほど申し上げたように、来年、団塊世代が 70

歳を迎えることから、これから本格的な承継時代を迎

えます。
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Slide 4　事業承継の形態の多様化 

～親族外承継の増大～

このグラフは、「事業承継の形態の多様化」です。

これは、何年前に、誰から経営を譲られたかを問

うたアンケート調査結果です。「35年以上 40年未満」

では、親族内承継が 9割だったわけですが、それが

どんどん小さくなってきて、直近では 3割を割り込ん

でいます。

親族内承継が急激に細っていく反面、従業員や第

三者承継の割合が伸びています。これは、少子化の

影響もありますが、子どもがいても継がない、子ども

には継がせたくないという経営者が増えたことにより、

親族内承継の割合がかなり下がってきているものと考

えられます。

Slide 5　事業承継による若返りで投資・売上が 

拡大

これは、経営者の年齢とともに会社の勢いというも

のが落ちてきていることを表しています。一般的に経

営者が高齢化しているところは、従業員も一様に高

齢化しており、たとえば新規の顧客開拓とかそういう

部分がなかなかできなくなる。そうするとじり貧にな

るわけです。

図 1 は「経営者の年代別に見た成長への意欲」で

すが、投資意欲、あるいは成長に伴うリスクを積極的

に取りにいくか？という問いに対して、やはり年齢が

上がるにつれて意欲が薄くなってきています。

図 2の「今後 3年間の投資意欲」はさらに顕著で、

設備投資、IT投資、人材投資、これは経営者の年

齢が上がると軒並み低くなっています。

図 3は「経営者交代による経常利益率の違い」です

が、経営交代がない会社と交代ありの会社を比較す

ると、利益率で倍近い差があります。

図 4は、年代別に切って、直近 3年間の売上げの

傾向を聞いたものですが、ピークは「30歳以上 40歳

未満」のところです。直近 3年間に増加しているとこ

ろが 51％あり、年齢が上がるにつれて増加が減って

いって、横ばいないしは減少が増えていっている状

況が顕著にあらわれています。


